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もうご覧になられていますか？       

「学校日記」にぜひアクセスを！ 
 

 
  

５月の行事予定表 見
守
り
隊 日 曜 行      事     〔PTA・地域行事〕 

1 金 希望制家庭訪問（２） 視力検査２年 ★ 

2 土   

3 日 憲法記念日  

4 月 みどりの日  

5 火 こどもの日  

6 水 振替休日  

7 木 希望制家庭訪問（３） 視力検査１年   

8 金 希望制家庭訪問（４） 聴力検査５年 ★ 

9 土   

10 日   

11 月 
児童朝会 耳鼻科検診２・４・６年 

〈新体力テスト ソフトボール投げ〉 
☆ 

12 火 
【委員会・代表委員会】 検尿回収日  

心臓検診１年 
★ 

13 水 検尿予備日 ☆ 

14 木 遠足６年 内科検診１・３・５年  

15 金  遠足２年 聴力検査３年 ★ 

16 土    

17 日   

18 月 
児童朝会 聴力検査２年 

〈新体力テスト ５０ｍ走〉 
☆ 

19 火 【クラブ】 聴力検査１年 ★ 

20 水  ☆ 

21 木 遠足３年  内科検診２・４・６年  

22 金 遠足４年 ★ 

23 土 
引き渡し訓練（②避難訓練 ③引き渡し訓練） 

〔PTA 全委員会〕 
 

24 日   

25 月 代休  

26 火 全学年５時間授業  社会見学 3 年 口座振替日 ★ 

27 水   ☆ 

28 木  歯科検診１・３・５年  

29 金  遠足１年   ★ 

30 土   

31 日   

備考 

６/3（水）～６/４（木） 一泊移住５年 

6/1７（水）学習参観５時間目 

６/22（月）プール開き 

忘れ物はありませんか 

 最近、放課後学校に忘れ物を取りに来る子どもが非常に多くなっ

ております。基本的には、放課後に忘れ物を取りに来ないよう、学

校のきまりでも定めております。学校でも、下校時には教室内に忘

れ物をしないよう指導しているところではありますが、ご家庭でも

学校に忘れ物をしないよう声掛けしていただきますようお願いしま

す。また、朝、保護者の方が忘れ物を届けてくださることも多くな

ってきました。他区ではありますが、不審者が保護者を装って学校

内に侵入するといった事件もありました。お家を出るときに忘れ物

がないか、ご確認いただけるとありがたいです。ご協力よろしくお

願いします。やむを得ず忘れ物を届けに来られる場合は、必ず保護

者カードをつけていただきますよう、お願いいたします。 

清水丘の風

見守り隊について 

朝の見守り 月・水 → ☆マーク 
昼の見守り 火・金 → ★マーク 

 

青葉若葉のさわやかな季節になりました。 

毎年５月の学校だよりは「いじめ」について書いています。今年も大

阪市の小中学校では、５月１１日（月）が「いじめについて考える日」

です。この日は、全校朝会での講話をはじめ、各学級で道徳や学級活動

の時間を使って、いじめや仲間づくりについて考えます。また、この「い

じめについて考える日」は、令和５年から、いじめだけでなく「いのち」

についても考える日になりました。これは、今もいじめによって命を絶

つ子どもがいることや、お互いが支えあって生きていく社会において、

命の尊さは何よりも大切にされなければならないと考えることが背景

にあるからです。 「命の大切さ」については、学校のあらゆる場面で

指導しています。道徳のように直接扱う場合もあれば、生活科や理科の

時間に生き物について学習する中で、生命について考える場面もありま

すし、５年生では、ヒトの誕生そのものを扱います。また、社会科では、

警察や消防など人命を守る仕事を調べたり、戦争という最も命をないが

しろにする愚行についても学んだりします。さらに、国語科の学習でも

様々な物語教材で、命を扱いながら学習することがあります。ですから、

子どもたちの多くは、「命は大切」「命は尊い」ということを知識として

十分理解していると思います。では、「命は儚(はかな)い」ということ

についてはどうでしょうか。「儚い」とは淡くて消えやすかったり、不

確かなものだったりすることです。生きるエネルギーに満ち溢れている

子どもたちにしてみれば、人の命が儚いなんて、想像しづらいかも知れ

ません。しかし、世界に目を向けてみれば、今も毎日、自分の家にミサ

イルが飛んでくるかもしれないと怯える子どもたちが何万人もいるの

です。もし自分がそこにいたらと思うだけで、きっと今生きていること

がものすごくありがたいことに思えるのではないでしょうか。そう考え

ると、命を大切にするということは、ちょっと想像力を働かせたり、自

分以外のところに目を向けたりすることで見えてくるような気がしま

す。それは、「いじめ」についても同じことです。子どもたちは、その

ためにいろいろなことを学校で学んでいるのです。 最近は、自分と意

見が合わない人を、排除したり、攻撃したりする不寛容な社会になって

いるとよく言われます。多様な価値観と言いながらも自分の価値観にこ

だわり、他者を切り捨ててしか自分を守れない子どもを作らないよう、

我々大人こそが、しっかりと想像力を働かせていかなければいけない 

と思っています。              校長  岩崎 哲                                          

今後の予定が変更になることも予想されます。 

変更等ありましたら，その都度お知らせいたします。 


